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徐
禎
卿
の

「
楽
府
」

に
つ
い
て

一
は
じ
め
に

中
国
文
学
の
長
い
摩
史
の
な
か
で
、
あ
ま
り
興
味
を
持
た
れ
な
い

の
が
明
代
の
詩
文
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
「
古
文
辞
派
」
は
、

領
袖
格
の
数
名
以
外
は
完
全
な
詩
文
集
さ
え
も
残
ら
な
い
ほ
ど
忘
れ

去
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

「
古
文
辞
派
」
は
、
た
と
え
ば
、
そ
の
ス
ロ

i
ガ

γ
と
し
た
で
X

は
秦
漢
、
詩
は
盛
唐
」
の
…
一
一
日
話
回
で
の
模
倣
に
終
始
し
、
特
に
詩
は

多
様
化
す
る
現
実
や
自
己
の
生
活
体
験
に
即
し
た
新
た
な
文
学
を

創
造
し
得
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
派
い

と
し
て
論
じ
る
こ
と
は
た
や
す
い
に
し
て
も
、
し
か
し
、
明
代
文
躍

の
派
閥
性
・
排
他
伎
の
な
か
で
、
不
詳
の
ま
ま
埋
没
し
た
作
家
も
あ

る
い
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
抑
々
一
人
の
人
間
の
生
と
文
学
と
の

関
わ
り
を
、
後
世
の
文
学
観
や
価
値
観
に
よ
っ
て
一
蹴
し
て
し
ま
う

の
は
あ
ま
り
に
も
不
遜
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
本
稿
は
こ
う
し
た

反
省
の
も
と
に
、
三
間
七
子
」
の
一
人
徐
禎
卿
ハ
字
mm穀
、
又
日
間
、

鷲

野

正

明

ロ
万
磁
功
。

あ
る
。

一
四
七
九

i
一
五
一
一
)
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
も
の
で

な
お
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
徐
禎
卿
が
北
京
に
於
て
自
選
し
た

ハ
2
)

『
徐
廼
功
集
』
〈
ム
ハ
巻
)
で
あ
る
。

ニ
徐
禎
郷
を
め
ぐ
る
評
価

文
一
昨
一
一
昨
孟
(
一
一
九
七
四
i
一
六
三
六
)
は
、
万
暦
(
一
五
七
三
l
e
i
-

一

六
二

O
)
の
頃
の
徐
禎
朔
の
評
価
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い

る。
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文
成
(
王
陽
明
、
一
四
七
二

i
一
五
二
八
〉
強
い
て
以
て
吾
、
が

徒
と
為
し
、
北
地
の
ん
弁
州
(
王
世
点
、
一
五
二
六

i
一
五
九

O
)

援
き
て
以
て
吾
が
党
と
為
し
、
市
し
て
五
金
八
石
沖
挙
の
倫
、

又
引
き
て
以
て
者
が
併
と
為
す
。
(
円
姑
蘇
名
賢
小
記
』
)

ん

wr
州
山
人
主
批
点
は
、
江
蘇
省
太
倉
の
出
身
で
、
「
北
地
」
の
人

で
は
な
い
。
文
一
良
一
五
が
こ
の
文
を
書
い
た
頃
は
す
で
に
、
北
京
文
躍

を
中
心
に
推
進
さ
れ
た
古
文
辞
の
理
論
が
批
判
の
対
象
に
さ
れ
、
徐



被
綿
は
王
世
良
の
「
党
」
の
一
員
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

主
役
貞
は
、
李
夢
問
問
(
一
四
七
一
一
l

…
五
二
九
〉
を
よ
り
お
く
許
制

(

3

)

 

し
、
そ
の
た
め
、
江
南
出
身
の
徐
禎
卿
が
北
京
へ
出
て
進
士
と
な
り

(
弘
治
十
八
年
、
一
五

O
玄
)
、
李
夢
揚
に
見
え
る
と
そ
れ
ま
で
の

詩
風
を
悔
い
改
め
た
、
と
次
の
様
に
い
っ
て
い
る
。

問
問
穀
少
き
よ
り
郎
ち
摘
詞
し
、
文
は
斉
梁
を
佼
と
し
、
詩
は
晩

季
に
沿
う
。
進
士
に
挙
、
げ
ら
る
る
に
治
び
、
献
古
に
見
え
て
始

め
て
大
い
に
悔
い
改
む
。
其
の
楽
府
・
選
体
・
歌
行
・
絶
句

は
、
ム
ハ
抑
制
の
精
旨
を
眠
し
、
庶
初
の
妙
刻
を
採
り
、
天
才
高

郎
、
英
英
と
し
て
独
り
照
る
。
律
体
は
微
か
に
整
栗
に
采
く

も
、
亦
浩
然
と
し
て
太
自
の
遺
な
り
。
ハ
『
謹
苑
辰
一
一
一
一
口
』
巻
六
)

「
悔
い
改
め
」
が
文
震
孟
の
壬
世
貞
批
判
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
派
閥
性
は
「
前
七
子
」
に
は
な
く
、
「
後
七
子
」
か
ら
次
第
に

顕
著
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
世
の
文
学
論
争
に
徐
禎
卿
が

巻
き
込
ま
れ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
銭
謙
益
(
一
五
八
二
i

一

六
六
四
〉
の
次
の
文
は
、
反
吉
文
辞
の
趨
勢
の
中
で
の
徐
禎
郷
批
判

を
示
し
て
い
よ
う
。

設
第
の
後
、
北
地
の
李
献
古
と
滋
び
、
そ
の
少
作
を
悔
い
、
改

め
て
漢
貌
議
唐
に
趨
く
。
呉
中
の
名
士
、
頗
る
部
部
学
歩
の
諮

り
有
り
。
(
『
列
朝
詩
集
』
丙
集
第
九
小
伝
)

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
勝
手
な
枠
付
け
や
派
閥
に
と
ら
わ
れ
ず
、

徐
被
卿
の
詩
文
そ
の
も
の
に
迫
れ
、
は
指
摘
し
た
の
で
あ

る
が
、
彼
自

J

身
ど
の
よ
う
に
徐
禎
卿
を
評
価
し
て
い
た
の
か
は
明
ら

か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
、
当
時
は
古
文
辞
派
の
一
昨
謂
格
調
説
以
外

に
、
次
の
評
側
が
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。

徐
(
禎
卿
)
は
能
く
高
韻
を
以
て
勝
り
、
蝉
腕
軒
挙
の
風
あ

り
。
高
(
叔
刷
、
一
五

O
一
!
一
五
三
七
)
は
能
く
深
情
を
以

て
勝
り
、
秋
開
怨
婦
の
態
あ
り
。
更
に
千
百
年
、
李
(
夢
陽
)

何
ハ
景
明
、
一
回
八
一
一
一
1
1

一
五
一
一
一
)
は
尚
お
廃
輿
あ
る
も
、

二
震
は
必
ず
響
を
絶
つ
こ
と
無
け
ん
令
嬰
闘
撤
儀
ピ

王
世
愁
ハ
一
五
一
一
一
六

i
一
五
八
八
)
の
町
一
塾
闘
撮
除
』
は
「
神
韻
ー
一

(
4
)
 

を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
清
の
王
土
禎
(
一
六
三
回
i

一
七
一

一
)
は
、
徐
禎
卿
等
を
「
古
溌
」
の
一
派
と
し
、
徐
・
高
の
不
朽
を

〈

5
)

論
じ
た
王
世
惣
の
見
識
の
高
さ
を
讃
え
、
ま
た
一
方
で
『
廼
功
集
選
』

〈
一
巻
)
を
編
ん
だ
。
王
世
慾
の
予
一
一
一
一
同
は
適
中
し
た
訳
で
あ
る
が
、

古
文
辞
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
銭
謙
益
も
、
先
の
引
用
に
続
け
て
、

而
れ
ど
も
擦
格
清
好
、
摺
詞
腕
約
、
絶
だ
中
原
の
信
父
の
楼
牙

一
持
冗
の
習
に
染
ら
ず
。
江
左
の
風
流
、
故
よ
り
自
ら
在
る
な

り
。
〈
吋
列
朝
詩
集
』
)

と
、
清
ら
か
で
平
淡
な
詩
風
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
評
価
を
見
る
と
、
「
古
文
辞
派
」
「
前
七
子
」
と
い

う
文
学
史
の
常
識
は
、
徐
禎
郷
に
は
不
安
で
は
な
い
の
か
、
と
さ
え

く13) 



思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
震
孟
の
指
摘
す
る
よ
う

に
、
詩
文
そ
の
も
の
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
手
掛
り
と
し
て
、
文
体
別
に
検
討
を
加
え
る
か
、
ま
た
徐
禎
朔

自
選
の
吋
徐
被
功
集
b

が
分
類
本
の
型
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
内

容
別
に
、
あ
る
い
は
巻
ご
と
に
検
討
す
る
か
、
様
々
な
方
法
が
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
王
世
貞
が
文
体
別
に
評
論
し
、
絶
賛
し

た
楽
府
・
選
体
・
歌
行
ハ
勿
論
そ
の
中
に
絶
句
形
式
も
含
ま
れ
て
い

る
〉
が
、
巻
一
に
「
楽
府
五
十
首
い
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
館
し
よ
う

G

(
6
)
 

李
夢
陽
・
何
景
拐
の
全
集
の
巻
一
は
賦
が
収
め
ら
れ
、
ま
た
特
に

李
夢
陽
の
賦
は
官
場
に
於
け
る
自
ら
の
境
遇
を
賠
原
に
設
き
か
え
て

ハ
7
〉

制
作
し
た
李
夢
陽
独
自
の
文
学
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
巻
一
の
「
楽
府
い
は
徐
禎
卿
の
北
京
文
壊
に
於
け
る
独
自
性

を
探
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
も
の
と
一
…
…
…
悶
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
ニ
徐
禎
卿
の
楽
府
観

徐
禎
仰
は
進
士
及
第
後
、
李
夢
坊
の
求
め
に
応
じ
て
会
見
し
た
。

そ
の
時
二
人
は
、
古
代
の
詩
歌
を
理
想
と
す
る
こ
と
で
一
致
は
し
た

が
、
文
学
の
理
解
の
仕
方
や
略
好
で
異
な
る
点
が
あ
っ
た
。
徐
被
卿

は
そ
れ
を
李
夢
阪
に
班
解
し
て
も
ら
え
た
と
思
い
、
後
に
使
者
を
遣

わ
し
て
反
日
体
・
陸
名
家
ら
が
次
韻
し
λ
(

け
っ
た
よ
う
な
交
際
を
し
た

い
と
申
し
出
た
。
李
夢
路
は
、
徐
禎
卿
が
中
晩
蔚
の
詩
を
等
し
と
す

る
こ
と
に
驚
い
て
次
の
様
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

僕
矯
か
に
讃
え
ら
く
、
足
下
過
れ
り
と
。
夫
れ
詩
は
志
を
宣
ベ

み
ら
ぴ

て
和
を
道
く
も
の
な
り
。
故
に
宛
を
貴
び
仏
慨
を
貴
ば
ず
、
質
を

貴
び
撲
を
黄
ば
ず
、
情
を
貴
び
繁
を
貴
ば
、
ず
、
融
治
を
貴
び
工

巧
を
貴
ば
ず
。
故
に
臼
く
、
そ
の
楽
を
開
い
て
そ
の
徳
を
知

る
、
と
。
故
に
音
な
る
者
は
愚
智
の
大
防
、
荘
一
波
・
筒
修
・
浮

日
午
の
界
分
か
る
ο

一
克
(
旗
)
白
ハ
賠
易
)
韓
ハ
愈
)
孟
ハ
効
)

皮
(
日
休
)
陸
(
亀
蒙
)
の
徒
に
至
り
、
詩
を
為
る
に
始
め
て

聯
を
連
ね
押
を
関
わ
し
、
繋
紫
と
し
て
数
千
吉
一
一
一
一
向
な
る
も
相
下

ら
ず
。
此
れ
何
ぞ
市
に
入
り
て
金
を
接
み
、
登
場
し
て
角
戯
す

る
に
異
な
ら
ん
。
一
一
一
代
よ
り
下
は
、
漢
貌
最
も
古
に
近
し
。
郷

1レ

使
繁
巧
妙
、
擦
の
習
、
誠
に
情
質
宛
治
よ
り
貴
く
し
て
、
荘
一
誠
筒

修
浮
字
、
意
義
殊
に
大
な
る
高
下
な
く
ん
ば
、
漢
貌
の
諸
子
、

先
ず
之
を
為
さ
ざ
一
ら
ん
や
o

Q
空
間
先
生
集
b

巻
六
十
一
「
輿

徐
氏
論
文
書
い
)

李
夢
陽
は
、
合
代
に
続
く
漢
貌
を
典
型
に
選
び
、
そ
の
詩
の
宛

(
ま
ろ
や
か
な
リ
ズ
ム
)
質
ハ
素
朴
)
情
(
純
粋
な
感
憤
)
融
治
(
技

巧
的
で
な
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
や
わ
ら
か
さ
〉
を
貴
ん

で
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
徐
禎
卿
は
そ
れ
へ
の
返
書
の
中
で
、
自
分
は
李
夢

陽
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
格
競
レ
の
部
か
ら
は
文
学
を
考
え
て
・
い
な

( 14 ) 



い
こ
と
を
言
う
。

且
つ
文
辞
の
資
践
は
、
そ
の
人
に
存
す
。
:
:
:
其
の
必
ず
道
徳

の
一
英
に
本
づ
き
、
作
者
の
度
に
遵
い
、
繰
瀬
被
衣
を
以
て
物
を

生
ず
る
の
み
。
ハ
巻
ム
ハ
「
輿
李
獄
中
日
論
文
書
い
〉

と
。
彼
は
、
文
学
は
あ
く
ま
で
も
作
者
の
人
間
性
に
あ
る
と
考
え
、

当
時
の
文
壌
が
「
蝉
口
の
鼓
諜
」
す
る
よ
う
に
、
い
た
ず
ら
に
漢
貌

の
誌
の
形
式
を
典
型
と
し
な
が
ら
そ
の
内
奥
を
十
分
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
に
反
擁
す
る
。
た
だ
李
夢
陽
の
い
う
「
漢
貌
い
に
対
し
て
は

次
の
様
に
論
じ
て
い
る
。

喰
だ
漢
氏
の
み
古
に
遜
ゆ
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
遺
風
流
韻
、
猶

つ

お
未
だ
す
〈
き
ず
。
市
し
て
郊
顧
問
巷
の
歌
、
請
す
べ
き
も
の
多

し
。
僕
以
為
ら
く
、
是
く
の
如
き
は
猶
お
古
に
抜
か
ざ
る
べ
し
む

乃
ち
其
の
性
情
の
患
を
掠
べ
、
縞
か
に
作
者
の
に
比
す
。

〈
間
)

徐

被

郷

は

、

詩

環

を

論

じ

た

に

於

て

も

っ

貌

詩

は

門

戸
な
り
。
漢
詩
は
や
お
奥
な
り
」
と
い
い
、
夢
mm
の
一
一
一
日
う
「
漢
貌
」
を

学
ぶ
こ
と
自
体
は
、
必
ず
し
も
斥
け
て
は
い
な
い
。
ま
た
問
、
じ
「
談

窓
録
』
で
「
情
は
心
の
精
な
り
」
と
し
て
、
情
を
詩
の
根
底
に
据
え

て
い
る
が
、
こ
の
手
紙
で
「
郊
瀬
間
巷
の
歌
」
つ
ま
り
楽
府
を
京
視

し
て
い
る
の
も
、
一
!
性
憶
の
愚
」
が
行
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
故
、
詩
を
作
る
際
に
は
技
巧
な
ど
考
え
ず
、
古
の
作
者
の

よ
う
に
「
性
情
」
を
行
ベ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
徐
禎
郷
が
皮
日

休
や
際
亀
蒙
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
は
友
情
を
行
ベ
合
う
一
方
法

と
し
て
で
あ
り
、
+
九
十
夢
践
が
皮
陵
ら
を
批
判
し
た
「
聯
を
連
ね
て
押

を
関
わ
し
い
た
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
徐
被
卿
が
「
性
情
の
患
を
捺
ベ
」
る
文
学
と
し

て
漢
の
郊
ぃ
期
間
巷
の
歌
に
共
鳴
し
た
の
は
何
故
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
、
自
選
集
の
巻
一
に
「
楽
府
い
を
配
段
し
た
こ
と
と
大

い
に
関
係
が
あ
ろ
う
。

手
紙
の
「
捺
其
性
情
之
愚
、
鶏
比
作
者
之
義
」
は
、
例
え
ば
『
論

一
兆
巴
述
荷
篇
の
「
述
而
不
作
、
信
市
好
古
。
鱗
比
於
我
老
彰
」
の
包

威
の
注
に
「
我
若
老
彰
但
述
之
耳
」
と
一
五
う
よ
う
に
、
古
の
作
者
が

「
其
の
性
情
の
愚
を
蟻
ベ
」
た
よ
う
に
た
だ
「
性
情
」
を
搭
べ
る
だ

け
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
代
の
楽
府
が
庶
民
の

真
情
を
行
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
認
可
総
」
即
ち
社

会
批
判
の
機
能
を
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
「
作
者
之
義
」
と
徐
禎
卿
が
表
現
し
た
う
ら
に
は
、
楽
府
の
政

治
社
会
へ
の
積
極
的
な
役
割
を
み
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る。

( 15 ) 

官
界
で
の
楽
府
斜
作

弘
治
十
八
年
(
一
一
点
。
五
)
一
二
月
、
徐
禎
卿
は
進
士
に
及
第
し
た

が
、
容
貌
が
酸
い
と
い
う
理
由
で
翰
林
院
の
選
に
入
る
こ
と
が
で
き

思



(
8〉

な
か
っ
た
。
五
月
、
孝
宗
が
崩
御
し
、
武
宗
正
徳
帝
が
即
位
し
た
。

「
撲
舞
歌
僻
」
は
、
「
玄
一
誌
を
放
し
鳳
築
を
吹
く
八
青
翁
合
し
て
錦

鋳
た
り
坐
す
る
者
疲
れ
を
忘
れ
聴
く
者
哀
し
み
て
以
て
傷
む
も

且
つ
楽
を
為
し
万
年
を
寿
く
」
、
「
生
き
て
盛
世
に
逢
い
聖
詐
{
口
氏

し
」
「
陛
下
寅
者
福
履
無
援
」
と
い
う
よ
う
に
、
孝
宗
を
友
悼
し
つ

つ
武
宗
の
郊
位
を
祝
補
し
て
い
る
。

や
は
り
五
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
孝
宗
の
喪
に
乗
じ
て
歳
、
が
侵
入

し
、
機
台
で
戦
争
が
起
っ
た
。
徐
禎
卿
は
「
撤
去
一
行
」
を
作
り
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
次
の
様
に
歌
っ
て
い
る
。

織

基

一

古

川

徹

台

高

し

以

熔

勾

奴

以

て

旬

奴

に

臨

む

何

奴

祭

勾

奴

架

た

り

罪

蛍

夷

罪

当

に

夷

ぐ

ベ

し

戦

不

利

戦

い

利

あ

ら

ず

郁

被

間

関

部

閉

ま

る

師

一

夜

間

部

踏

ま

れ

て

士

無

糧

士

糧

な

し

潟

無

奨

渇

し

て

奨

な

し

抜
剣
仰
天
訣
剣
を
抜
き
天
を
仰
、
ぎ
て
訣
れ

批

士

餓

死

亡

壮

士

餓

え

て

死

亡

す

棄

戸

不

保

棄

ロ

/

保

た

れ

ず

援

藷

道

傍

道

傍

に

時

除

籍

さ

る

援

爾

従

軍

之

人

嵯

爾

箪

に

従

う

人

行

不

来

蹄

行

き

て

来

帰

せ

ず

六

日

之

何

之

を

奈

何

せ

ん

心

傷

悲

心

傷

悲

す

る

を

初
め
諸
将
李
稽
・
白
玉
・
張
雄
・
王
鎮
・
穆
栄
は
、
総
兵
官
張
俊

の
命
に
よ
っ
て
、
各
々
一
一
一
千
人
の
兵
を
率
い
て
要
害
を
抑
え
で
い
た

が
、
~
叩
胞
が
急
逮
新
潟
口
か
ら
襲
撃
し
て
き
た
た
め
、
す
べ
て
檎
台
で

包
関
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
部
下
が
敵
に
閉
ま
れ
た
と
い
う
報
に
接
し

た
張
俊
は
、
一
二
千
人
の
兵
を
率
い
て
救
援
に
向
か
っ
た
が
途
中
で
足

に
怪
我
を
し
、
都
指
揮
曹
泰
に
兵
を
属
し
た
と
こ
ろ
、
泰
も
鹿
角
山

で
包
関
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
張
俊
は
怪
我
に
も
か
か
わ
ら
ず

五
千
人
の
兵
を
調
え
、
三
日
分
の
食
糧
を
持
っ
て
馳
せ
つ
け
、
ま
ず

泰
を
、
そ
し
て
兵
を
分
け
て
稽
・
玉
ら
を
放
っ
た
。
し
か
し
雄
と
栄

は
戦
死
し
、
包
聞
か
ら
逃
れ
た
軍
も
追
撃
を
受
け
て
多
数
の
死
者
を

(
9
)
 

出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

( 16 ) 

李
一
歩
揚
に
も
問
題
の
作
品
が
あ
る
の
で
比
較
し
て
み
よ
う
。

撤
去
高
高
風
吹
樹
梢
都
捺
謡
議
下
黄
羊
走
資
議
山
一
政

着
着
目
落
賂
築
四
件
前
吹
軍
中
白
旗
身
姓
誰
向
前
若

有

河

河

水

深

彼

不

的

死

我

亦

人

力

態

抜

虎

尾

人

虎

或
一
例
存
蹄
矯
鬼
雄
祭
溺
塊



〈
檎
台
高
し
高
風
吹
く
樹
梢
都
て
揺
揺
台
下
黄
羊
走
る

寅
高
山
頭
に
宥
る
日
の
落
つ
る
を
着
る
燐
築
四
一
加
に
吹
く

'
卒
中
の
白
旗
身
姓
誰
か
前
に
向
わ
ん
河
有
る
を
看
る
河

水
深
し
彼
死
を
伯
れ
ず
我
も
亦
入
力
能
く
虎
尽
を
抜
く

人
虎
或
い
は
両
存
知
り
て
鬼
雄
と
為
り
.
南
が
魂
を
栄
と
す

吋
空
間
先
生
集
b

巻
六
〉

徐
禎
卿
は
、
包
関
さ
れ
て
餓
死
す
る
兵
士
に
焦
点
を
当
て
、
高
揚

し
た
感
情
を
吐
露
し
て
い
た
が
、
李
夢
陽
は
、
修
辞
に
意
を
用
い
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。

いたな
る。いこ

議願出葉氏兵待郡。記課長
輿我重量河無訟賦!際 関心、
天泉龍水夫以義史 ぺ社合
体帝 清凶怠稼愛 だ会の

総農 爪の戦
模 245た争

三現に
iーを よ
で武つ

は宗て
、の、

政政徐
治治禎
のに搾11

刷 j鵠は

新待
をす戦
皐る争

立子会
進二
言~'-不

しな足
てつの

郡
県
の
吏
的
肢
を
愛
し

ゆ
た

徳
賦
'
山
口
稼
稽
穣
か
な
り

ζ

こ

や

兵
訟
以
に
怠
み

氏
に
夫
凶
な
し

黄

河

水

溶

み

亀
竜
を
出
、
た
す

願
わ
く
は
我
が
皇
帝

寿

天

と

鉾

し

く

無

移

窮

終

わ

り

窮

ま

る

こ

と

な

か

ら

ん

徐
禎
卿
は
、
及
第
か
ら
翠
正
徳
一
五
年
ハ
一
五

O
六
)
二
月
ま

で
の
ほ
ぼ
…
年
間
三
常
胞
の
側
に
浮
況
し
人
の
歳
患
を
知
る
な
し

(

川

叫

)

側
ら
公
事
に
侍
し
て
数
ぶ
所
な
し
l

一
と
い
う
生
活
を
迭
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
自
然
に
泉
帝
へ
働
き
か
け
る
作
品
が
作
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
地
巻
一
で
白
川
帝
を
寿
祝
す
る
も
の
に
「
自
貯
歌
四
首
」
が

あ
る
。
恩
愛
深
い
官
女
の
華
や
か
な
生
活
を
一
・
二
首
で
描
き
、
第

一
一
一
首
日
で
は
「
百
年
の
愈
忽
ち
須
央
東
流
の
水
間
飛
の
烏
今
我

楽
し
ま
ざ
れ
ば
何
を
か
為
さ
ん
や
」
と
歌
い
、
第
四
誌
の
最
後
が

「
皇
帝
阪
下
露
高
年
ん
で
終
わ
る
も
の
で
あ
る
。
「
楽
し
い
哉
今
日

の
宴
、
沼
産
供
に
高
年
」
で
終
わ
る
「
鶴
雀
行
し
は
、
武
帝
の
豪
放

華
麗
な
生
活
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

徐
被
卿
は
、
正
徳
一
克
年
(
一
五

O
六
)
二
月
、
職
に
就
け
な
い
ま

ま
旅
に
出
、
江
南
・
湖
南
・
湖
北
・
凶
川
・
沼
山
を
経
て
、
十
一
月

(
日
)

前
後
に
北
京
に
一
炭
り
、
そ
の
後
大
理
左
中
市
リ
部
を
授
け
ら
れ
た
。
「
玄

曾
曲
」
で
盛
世
を
讃
美
し
た
後
「
白
獣
の
客
に
非
ざ
る
を
概
じ
虚

し
く
象
貌
の
言
を
一
政
く
i

一
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
授
官
の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
章
一
刑
者
の
再
審
を
掌
る
職
に
い
た
時

の
作
に
「
猛
虎
行
」
が
あ
る
。
長
編
な
の
で
後
半
を
引
用
し
て
み
よ

。

〉
勺
ノ

( 17 ) 

矯
女
行
採
桑

矯
女
行
き
て
桑
を
採
む



議
逢
野
虎
捧
食
之

倉
浪
之
天
吏
不
慈

猛
虎
際
日
若
採
思

使
復
合
我
霞
道
傍

我
欲
東
綜
河
無
梁

綿
綿
議
遜
思
我
故
郷

践
爾
行
路
人

猛
虎
賞
関
慢
英
行

道
に
野
虎
の
簿
え
て
之
を
食
う
に
逢
う

倉
浪
の
天
更
に
慈
し
ま
ず

お
さ

猛
虎
限
目
す
る
こ
と
思
を
揺
む
る
若
し

使
ち
復
た
我
を
合
て
て
道
の
傍
に
援
く

我
東
帰
せ
ん
と
欲
す
る
も
河
に
梁
な
し

綿
綿
遜
遜
と
し
て
我
が
故
郷
を
思
う

援
爾
路
を
行
く
人

猛
虎
関
に
当
る
慎
ん
で
行
く
こ
と

英
か
れ

我
が
父
母
の
苦
辛
多
き
を
思
え

呼
援
猛
虎

自
額
制
組
斑
し
て
文
を
黒
む

何
ぞ
河
を
渡
っ
て
去
ら
ざ
る

彼
の
紛
狼
の
群
を
従
え

城
中
に
地
防
し
て
党
タ
聞
こ
え
し
む

否
将
に
汝
を
泰
山
の
殺
に
訴
え
ん
と
す

猛
虎
行
き
て
立
つ
歌
う
莫
か
れ

泰
山
の
お
若
を
奈
何
せ
ん

小
出
来
は
逸
楽
を
好
み
、
劉
理
を
筆
頭
と
す
る
官
官
「
八
虎
」
を
側

近
に
し
て
い
同
人
の
真
似
ご
と
を
し
た
り
、
宵
廷
を
抜
け
出
て
微
行
を

楽
し
ん
だ
り
、
豹
一
M
新
寺
を
建
て
て
こ
も
っ
た
り
し
た
奇
人
で
、
政

思
我
父
母
多
背
半

時
咲
猛
虎

自
額
貌
斑
部
祭
文

何
不
渡
洲
町
去

い
い
~
和
文
・
オ
d
h
d
~
rド

4
1
d
l
N
O乃
治
川
#
清
h
叩

城
中
的
味
覚
タ
問

者
勝
訴
汝
於
一
一
本
山
君

猛
虎
行
立
英
歌

治
に
は
無
関
心
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
八
虎
」
は
政
権
を
援
に
し
、

引
用
一
行
自
か
ら
凶
行
自
の
よ
う
に
、
猛
虎
ハ
1
劉
珪
)
は
天
の
慈
悲

が
な
い
か
の
よ
う
に
悪
政
の
限
り
を
尽
く
し
、
ま
た
十
二
匂
自
の
よ

う
に
、
無
実
の
訴
え
を
無
視
し
て
人
を
勝
手
に
罪
に
陥
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
大
理
左
一
寺
副
の
徐
禎
卿
は
、
引
用
五
匂
闘
の

よ
う
に
職
権
を
無
視
さ
れ
、
ま
た
ふ
ハ
・
七
勾
自
の
よ
う
に
帰
郷
を
切

望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
四
匂
自
の
「
射
狼
群
」
は
「
八
虎
」
と

そ
の
一
一
釈
を
、
十
六
句
自
の
「
泰
山
君
」
は
皇
帝
を
指
す
。
「
五
日
賂

訴
汝
於
泰
山
君
」
と
一
一
一
口
っ
た
徐
禎
郷
は
、
皇
帝
自
ら
が
身
を
正
し
、

且
つ
八
虎
を
追
放
す
る
こ
と
を
誠
諌
す
る
「
崇
化
論
」
ハ
巻
六
)
を

い
て
い
る

G

( 18 ) 

以

上

見

て

き

た

よ

う

に

徐

禎

卿

の

作

品

は

、

は

別

と

し
て
も
、
徐
被
抑
の
官
人
と
し
て
の
真
情
が
吐
露
さ
れ
、
皇
帝
へ
の

積
極
的
な
働
き
か
け
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
官
に
就
い
た

時
に
作
ら
れ
た
「
猛
虎
行
い
が
、
真
情
は
あ
っ
て
も
比
験
的
な
表
現

に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
猛
虎
行
い

を
書
い
た
正
徳
一
五
年
(
一
五

O
ム
ハ
)
の
十
二
月
境
、
徐
被
卿
は
無
頼

漢
と
交
際
し
て
四
人
を
逃
し
間
子
博
士
に
皮
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
降
の
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
一
層
階
示
性
が
強
ま
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

五

持
慣
と
籍
轍



二
十
二
篇
五
十
首
の
「
楽
府
」
を
収
め
る
巻
一
の
中
に
、
の
代

作
、
な
し
た
二
篇
が
あ
る
。
「
江
南
柴
」
は
八
設
の
、
「
陣
頭
流
水
歌
ん

は
一
一
一
首
の
述
作
に
な
っ
て
い
て
、
妻
の
「
性
情
の
愚
」
が
行
べ
ら

れ
、
「
作
者
(
徐
被
卿
)
の
義
」
が
秘
か
に
託
さ
れ
て
い
る
。

「
江
南
柴
」
は
五
言
絶
句
で
あ
る
。

生
長
在
江
南
生
長
し
て
江
南
に
在
り

不
愛
江
北
住
愛
せ
ず
江
北
の
住

家
夜
間
門
商
家
は
関
門
の
商
に
在
り

門
事
…
繁
柳
樹
門
に
は
恭
一
る
双
椀
樹
(
共
一
)

陽
春
二
月
時

桃
李
花
参
設

寄
言
諸
妨
妹

英
議
悪
風
吹

陽
春
ご
月
の
時

桃
李
花
参
義

一
…
一
訟
を
寄
す
諸
姉
妹
に

恋
風
を
し
て
吹
か
し
む
る
莫
か
れ
と

(
其
二
)

選
郷
信
自
柴
郷
に
還
る
一
一
倍
に
自
ら
楽
し

怒
近
轄
於
ロ
巴
詔
一
む
悶
巴
に
近
く
転
ず
る
を

阿
母
見
兇
'
時
間
母
出
川
ん
の
帰
る
を
見
れ
ば

わ
れ

定
自
持
傑
泣
定
め
て
自
ら
僕
を
持
し
て
泣
か
ん
一
〉

第
一
首
は
、
江
南
の
生
ま
れ
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
江
北
を
愛
せ

な
い
具
体
的
な
理
由
は
示
さ
れ
ず
、
心
は
す
ぐ
に
故
郷
へ
と
馳
せ
、

第
二
首
は
、
二
月
の
桃
李
の
花
と
姉
妹
を
想
い
、
第
三
首
は
、
帰
郷

し
た
際
の
母
を
想
像
し
て
い
る
。
心
に
想
起
さ
れ
る
ま
ま
に
、
江
市

の
景
色
か
ら
家
族
へ
、
そ
し
て
そ
の
動
作
へ
と
よ
り
詳
細
に
描
写
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
第
四
首
で
は
、
我
に
帰
る
か
の
よ
う
に
、
何
故

江
南
が
恋
し
い
の
か
自
答
し
て
い
る
ο

一
首
の
「
母
」
を
一
成
け
、

本
能
で
あ
る
と
い
う
。

b
1
1
7
一
2
A
L
t
h
一
手
E
S

安
長

J
Z
1則
的

?
3
E
可
「
ヒ
コ

マ
ノ
ポ
土
約
、
む
け
，

可
憐
生
羽
翼

与
'
ヨ
芸
支
度

以

l
I
t
恵
子
↓
喜
之
島

野
兎
雛
を
生
む
時

乃
ち
河
祉
の
中
に
ふ
仕
り

憐
む
べ
し
羽
翼
を
生
じ

各
々
自
ら
菰
叢
を
恋
う
を
(
其
四
)

檎
生
江
上
州
橘
江
上
の
州
に
生
ず

議
江
化
魚
松
江
を
過
り
て
化
し
て
釈
と
為
る

情
性
本
非
殊
情
性
本
殊
な
る
に
非
ず

風
土
不
相
似
風
土
相
似
ざ
る
な
り
(
其
五
)

第
四
首
で
い
わ
ば
弁
解
め
い
た
こ
と
を
言
う
の
は
、
逆
に
江
北
で

の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
そ
こ
で
第
五
首
で
は
、
風
土
が
違
う
の
だ
、
と
江
北
を
愛
せ
な

い
理
由
を
よ
り
具
体
化
し
て
い
る
。
風
土
の
い
は
、
次
の
第
六
首

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

人
一
一
一
時
江
南
薄

人は一一一一口う

江
南
は
薄
な
り
と

( 19 ) 



采
桑
作
議
総

羅
締
任
俊
著

1
1
1
1

て
I
1

~什
U
J帥
打

桑
を
釆
り
一
卦
糸
を
作
り

羅
締
僚
に
任
せ
て

自
ら
楽
し

(
其
ム
ハ
)

山
内
郎
計
水
税
郎
と
水
程
を
計
る

一
一
一
月
定
到
家
一
一
一
月
定
め
て
家
に
到
ら
ん

庭
中
赤
巧
薬
庭
中
の
赤
坊
薬

欄
爆
搾
作
花
細
川
燦
斉
し
く
花
と
作
ら
ん
(
其
七
)

第
六
首
で
、
江
市
は
薄
俗
で
あ
る
と
人
の
一
一
一
日
う
の
を
引
い
て
、

南
の
・
自
由
で
の
び
や
か
な
様
子
を
描
く
の
は
、
逆
に
江
北
の
素
朴
さ

と
不
自
由
さ
と
を
一
一
一
日
う
の
で
あ
る
。
二
句
自
は
第
一
一
一
誌
の
「
還
郷
信

自
織
が
い
と
呼
応
し
、
そ
の
た
め
第
七
首
で
は
、
帰
郷
の
具
体
的
な
計

画
を
立
て
、
家
の
様
子
を
再
び
想
像
し
て
い
る
。
江
南
を
懐
し
む
理

山
を
述
べ
た
り
(
其
四
)
、
江
北
を
厭
う
風
土
の
違
い
を
考
え
た
り

(
其
五
三
人
の
中
傷
を
却
け
て
(
其
六
)
、
郷
愁
は
一
気
に
昇
り
つ

め
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
第
八
首
で
は
そ
れ
が
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま

。

〉
内
ノ

江
南
道
史
長

刑
残
夜
何
露

間
郎
昨
夜
一
前

五
月
謝
補
去

江
南
の
道
明
治
長
し

制
川
袈
何
処
に
か
夜
る

郎
に
開
く
昨
夜
の
語

五
月
稀
湘
に
去
く
と
ハ
共
八
)

コ
繍
湘
去
!
一
が
単
な
る
旅
行
な
ら
ば
、
そ
れ
を
取
り
止
め
て
で
も
懐

し
い
江
南
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
る
答
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い

の
は
官
に
就
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
「
議
瀬
」
の
誌
と
と
も
に
政

界
で
の
組
騒
が
暗
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
徐
禎
卿
が
郷
愁
を
強
め
る

の
は
、
嫌
怒
す
べ
き
政
治
的
な
背
景
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
ら
れ

な
い
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
陣
頭
流
水
歌
一
を
見
て
み
よ
う
。

降
水
鳴
附
流
脱
水
鳴
問
附
し
て
流
る

各
高
東
西
下
各
々
自
ら
東
西
に
下
る

生
男
不
一
ト
堂
男
な
生
む
も
下
主
せ
し
め
ず

生
女
楽
中
野
女
を
生
ん
で
中
野
に
つ
(
其
一
)

ご
片
島
民
コ
ん
り
す
寸
J

mMm
日

Hay-ノ

1
J
K・
比
じ
口

M
π
H
H
P
K

7

ノ
詰
j

j

j

ヨ

終
刀
断
訓
水

沢
ド
は
は
-J

ヨ
~
f
u
d
k
H出

羽
ガ
ロ
川
イ
同
九
「

υぃケ
hu

立F出似 i結
腸門!菊水
路r不問 l!高
級見児不
汝人語止
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芽ili:刀刀隣
府んを主そに
せ 将 く 下
んつ り

て指
東 水 爪 努
凶を柔刀
に断かを
流割な磨
る すりく
るる
をも

院
水
鳴
り
て
止
ま
ず

阿
児
の
請
を
聞
く
に
似
た
り

問
け
を
出
で
て
人
を
見
、
ず

肝
腸
汝
に
断
絶
す

〈
立
パ
二
)

"-../ 



「
江
南
繁
L

同
様
物
語
性
が
あ
る
。
水
の
流
れ
〈
1
悲
哀
〉
は
東
西

へ
絶
え
ず
流
れ
(
民
一
)
、
そ
れ
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
が
結
局
は

無
駄
で
〈
其
ご
〉
、
鳴
り
止
ま
な
い
水
の
音
で
亡
き
児
を
思
い
出
し

て
肝
勝
断
絶
し
て
い
る
(
其
一
一
一
)
。

路
一
規
流
水
歌
は
、
行
人
の
故
郷
へ
の
思
い
を
水
に
託
し
て
歌
う
も

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
天
逝
し
た
男
児
や
、
野
に
棄
て
た
女
児
へ

の
絶
ち
切
り
難
い
母
親
の
情
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
第
一
首
日

の
ぺ
生
男
不
下
常
一
生
女
楽
中
野
い
と
い
う
状
態
が
何
故
生
じ
た
の

か
は
詩
中
で
敢
え
て
…
…
一
日
わ
な
い
が
、
食
料
不
足
と
戦
争
の
た
め
で
あ

る
こ
と
は
符
易
に
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
檎
援
行
い
「
間
関
行
い

で
…
訴
さ
れ
た
徐
禎
卿
の
主
張
は
、
妻
の
真
情
吐
露
の
か
た
ち
を
と
っ

(
ロ
)

て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
徐
被
卿
は
、
妻
高
氏
と
の
間
に
子

ど
も
が
い
た
か
ど
う
か
、
ま
た
い
た
と
し
て
も
そ
の
子
が
犬
逝
し
た

か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
当
時
の
貧
し
い
民
衆
の
心
を
代
弁
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

何
景
明
に
も
ぺ
臨
…
間
流
水
歌
…
一
一
段
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
送
劉
速

夫
行
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
劉
遠
夫
の
故
郷
を
思
う
気
持
と
何
景
間
仰

の
劉
を
思
う
気
持
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
徐
禎
卿
の
行
指
に
は
遠

く
及
ば
な
い
。
一
一
…
連
作
と
し
て
の
緊
街
さ
も
社
会
の
賠
示
も
そ

れ
ほ
ど
な
い
。

我
欲
的
見
長
安

k
リ
い
じ

A
7
k
f
I吋
H
b人
三
、
、

わ
山
間
約
砂
防

drド
ホ
叩
m
弓
/

問
問
阪
高
可
砂

!程
水
~% 

;:'f!比
ドIIと

(
我
長
安
を
望
ま
ん
と
欲
す
る
も
降
板
高
く
し
て
天
を
蔽
る

限
阪
高
き
も
砂
る
べ
し
降
水
鳴
り
て
滋
滋
)

総
盤
上
陸
率
斑
斑
下
坂
潟
我
非
虎
輿
児
使
我
行
畷
野

(
繰
盤
、
院
な
上
る
車
斑
斑
、
坂
を
下
る
罵
我
は
虎
と
兇

と
に
非
ず
我
を
し
て
畷
野
へ
行
か
し
む
)

長
安
有
高
楼
不
見
限
西
州
可
憐
際
…
政
水
日
夜
東
北
流

(
長
安
に
高
楼
あ
り
見
え
ず
際
問
の
州
憐
む
べ
し
陣
頭
の

水
日
夜
東
北
に
流
る
る
を
吋
大
復
集
h

巻
六
)

六

結

語

政
権
を
専
断
し
て
い
た
劉
瑛
は
、
正
徳
五
年
(
一
五
一

O
)
八
月

失
脚
し
た
。
徐
被
卿
は
そ
の
事
件
を
テ
!
マ
に
「
雑
一
諮
問
首
L

を
作

っ
て
い
る
。

夫
倒
的
虜

狗{吏賞主Li東道少
鯨者符市市逢婦
制{ラ|ミ下街街爺!長

旗門
不走
敢
i投

く21) 

夫
は
虜
と
為
り

妻
は
民
と
為
る

少
婦
門
を
出
で
て
走
り

道
に
爺
嬢
に
逢
う
も
敢
え
て
収
め
ず

東
市
街

西
市
街

黄
符
下
り

使
者
来
る

h

丹
十
米
市
小

壬
コ
ル
初
旬
・
ι制
川



綴
鳴
飛
上
庭

風
吹
門
前
草
稿
滞

劉
理
一
は
逮
捕
さ
れ
、
一
味
の
者
は
辺
境
に
追
放
さ
れ
た
り
罷
免
さ

れ
た
り
し
た
。
婦
女
は
涜
衣
悶
却
に
送
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、
た
と
え
ば
第
三
首
日
で
「
狐
彰
彦
兎
逐
逐
反

顕
し
て
奔
り
以
て
北
ぐ
湾
弓
来
る
惣
弓
来
る
」
と
つ
八
虎
」
の

奔
走
す
る
様
が
拙
か
れ
て
は
い
て
も
、
第
一
首
に
於
て
は
犠
牲
に
な

っ
た
人
々
の
不
安
や
恐
怖
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
巻
一
「
楽

府
」
の
詩
風
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
官
界
で
の
境
遇
に
よ

っ
て
変
化
し
て
い
た
が
、
根
底
と
な
る
「
性
情
の

mm」
は
、
「
撒
牽

行
い
に
し
ろ
っ
猛
虎
行
」
に
し
ろ
、
弱
い
立
場
の
人
々
へ
の
同
情
で

あ
っ
た
。
結
局
そ
れ
は
、

っ
か

凡
そ
阪
の
合
生
、
情
本
一
貫
す
。
向
に
憂
う
れ
ば
相
搾
れ
、
同

に
楽
し
め
ば
相
傾
く
所
以
の
者
な
り
。
(
吋
談
惑
録
ち

と
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
の
官
場
で
の
不
遇
や
披
折
に
起
削
附

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
に
第
一
一
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
徐
禎
卿
の
北
京
文
壌
で
の
独
自

性
は
、
こ
の
行
情
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
「
楽
府
」
を
重
視
し
、

ま
た
巻
一
に
配
置
し
た
の
は
、
弱
い
人
間
の
一
人
と
し
て
社
会
を
批

判
す
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
巻
日
の
構
成
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

鶏
鳴
き

風
吹
き

飛
ん
で
震
に
上
り

幻
i
J
L
H
リ

n
'
l
」民
H

革
論
議
ハ
其
一
〉

①
繋
舞
歌
野
皇
帝
即
位
の
喜
び
(
弘
治
十
八
年
)

②
関
闘
行
皇
帝
へ
の
進
一
一
一
一
口

③
遊
侠
篇
英
雄
が
天
下
の
平
和
を
粛
す

④
猛
虎
行
八
虎
の
虐
政
〈
正
徳
一
克
年
)

⑤

苦

寒

行

遊

子

の

嘆

き

⑥
檎
憂
行
総
去
で
の
戦
争
(
弘
治
十
八
年
)

⑦
白
狩
歌
間
首
宮
女
の
華
や
か
な
生
活

⑧
歩
出
夏
門
行
仙
界
へ
の
飛
昇

⑨

鶴

雀

行

遊

侠

と

酒

宴

⑩
玄
人
官
出
盛
世
賛
美
と
授
官

⑮

賂

進

酒

北

京

文

壌

で

の

独

歩

⑫
江
南
築
八
首
代
内
作

。
路
頭
流
水
歌
一
一
一
義
代
内
作

⑭
王
昭
君
⑬
従
軍
行
五
首
⑮
結
客
少
年
場
行

行
⑮
平
陵
東
行
⑩
長
安
出
⑧
燕
京
四
時
歌

宮
認
七
首

窃
雑
諮
問
首
八
虎
失
脚
(
正
徳
五
年
)

巻
一
は
、
窃
の
「
賂
進
酒
」
を
界
に
し
て
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
。
前
半
は
宵
縫
や
政
治
の
場
に
於
け
る
一
作
家
と
し
て
作
ら
れ

た
作
品
が
多
い
の
に
対
し
、
後
半
は
、
よ
り
氏
衆
の
立
場
で
、
ま
た

よ
り
楽
府
題
に
忠
実
に
制
作
し
た
と
忠
わ
れ
る
作
品
が
多
い
。
後
半

( 22 ) 

⑫
少
年

⑫
擬
古



が
、
⑫
⑬
の
婆
の
代
作
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ

い
。
作
品
の
配
列
は
制
作
年
の
阪
で
は
な
く
、
③
と
②
、
③
と
@
が

そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
っ
て
い
て
、
①
②
と
③
④
が
君
と
症
の
関
係
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
③
か
ら
⑫
ま
で
は
、
八
虎
専
政
の
中
に
抱
括
さ

れ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
⑤
は
、
⑥
〉
(
⑫
ま
で
の
期
間
、
頂
度

徐
禎
卿
が
進
士
に
及
第
し
た
年
か
ら
八
虎
失
脚
ま
で
の
r

ぱ
ら
の
生
活

状
態
を
総
括
し
、
⑫
は
時
間
同
小
政
治
の
終
穏
を
告
げ
、
①
と
対
応
し
て

い
る
。
①
J
⑤
は
巻
一
の
序
、
⑥
j
⑪
は
進
士
及
第
か
ら
大
理
左
寺

川
側
に
な
る
ま
で
、
⑫
j
⑫
は
大
現
在
寺
部
か
ら
八
虎
失
脚
ま
で
、
と

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
選
集
巻
一
「
楽
府
」
は
、
皇
帝
へ
の
信
頼

と
、
八
虎
の
悪
政
批
判
と
を
託
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

徐
被
卿
の
「
政
界
」
で
の
文
学
活
動
は
、
八
虎
失
脚
と
と
も
に
終

わ
っ
た
。
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
か
、
徐
禎
郷
は
道
教
に
心
を
傾
け
、
ぷ
続

々
世
俗
と
淡
泊
に
な
り
、
必
ず
長
生
で
き
る
と
ま
で
悟
っ
た
と
い

(
日
)

ぅ
。
幼
少
か
ら
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
後
、
十
月
、

入
殺
の
た
め
上
京
し
た
王
陽
明
の
講
学
に
参
じ
、
翌
正
徳
六
年
(
一

五
O
六
〉
一
一
一
月
、
三
十
一
一
一
歳
で
卒
し
た
。

L

仁
L

1
〉
古
川
事
次
郎
ヨ
克
明
詩
概
説
』
第
六
章
第
六
節
「
〈
古
文
辞
〉
の
功

罪、

(
2
〉
静
嘉
常
一
文
庫
所
蔵
。

〈
3
)

主
世
ド
バ
内
議
苑

J

一
控
訴
』
巻
ム
ハ
に
一
お
う
、
「
今
中
原
豪
傑
、
:
・
摘
殺
攻

類
、
以
棋
射
病
李

(
w
y
m
扮
〉
、
不
知
小
学
才
大
関
砲
初
公
開
公
明
)
苧
徐
〈
棋

卿
)
、
不
掩
磁
也
、

ハ
4
〉
郭
結
成
町
中
関
文
学
批
評
史
』
第
一
一
一
章
第
一
一
一
日
「
王
世
愈
興
胡
癒

麟」。

(
5
〉
一
十
一
土
禎
吋
池
北
偶
談
』
浩
二
十
。

(

6

)

吋
空
間
先
生
集
れ
ね
ば
巻
一

J
一
一
一
に
三
十
五
篇
、
「
大
復
集
』
は
巻
一
?

一
一
に
二
十
二
錦
、
吋
徐
姐
功
集
』
は
巻
五
に
十
第
、
そ
れ
ぞ
れ
賦
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

ハ
7
)
橋
本
発
氏
「
倒
立
の
構
図
!
李
夢
陽
と
古
文
辞
の
原
点
」
(
島
根
大

学
法
文
学
部
紀
要
、
文
学
科
編
第
3
号

i
I〉

(
8
〉
『
明
史
』
巻
二
百
八
十
六
「
文
苑
惇
」
。

(
9
〉
吋
問
問
通
鑑
』
巻
四
十
。

ハ
玲
)
巻
一
ニ
「
震
牛
一
路
ト
築
桃
花
之
塙
諜
家
無
質
胎
書
見
譲
寄
此
解
潮
」
0

(
日
〉
出
発
の
期
日
と
旅
行
先
は
、
巻
六
「
章
典
献
古
書
」
に
詳
し
い
。
旅

行
期
間
は
、
江
兆
申
氏
の
推
定
に
依
る
。
『
関
於
唐
寅
的
研
究
』
(
国
立

故
宮
博
物
院
印
行
)
二
十
九
頁
。

〈
ロ
)
「
弘
治
十
八
年
進
士
登
科
録
」
に
「
要
高
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
日
〉
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
二
十
五
「
徐
日
間
関
墓
誌
」
。
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